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題目 日本のタヌキと世界のネコ

概要

20 世紀の末ごろから、世界各国に招き猫がひろがりだした。いわゆ

るグローバル化の波にのって、国境をこえたように、とりあえず見え

る。しかし、それだけでは説明がつかない。じっさい、他の招福人形

は、招き猫ほど普及しなかった。達磨の置き物や福助人形は、招き猫

ほど海をこえていない。狸の置き物などは、ほとんど海外で見かけな

いだろう。市場の国際化は、圧倒的ないきおいですすみつつある。猫

のように、それと歩調をあわせ国際化するものが、いないわけではな

い。しかし、そのいっぽう、国内からなかなかでられない狸のような

ものもいる。同じ縁起物の招福人形でありながら、世界にうけいれら

れる度合いが、まったくちがう。どうやら、狸には国際化しづらい、

特殊日本的な何かがひそんでいるらしい。そして、猫には世界からも

とめられる魅力があるということか。当日は、猫と狸をくらべること

で、あたえられたお題にはむきあいたい。


